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【緒言】 量子ナノ構造中の励起子は, 量子閉じ込め効果を受けて高強度かつ高速で発光しうる. 我々は, 

二次元の量子ナノ構造を有する有機無機層状ペロブスカイト型化合物の励起子発光を利用したシンチレ

ーターの開発を行ってきた. 当該物質の構造は無機層を井戸層, 有機層を障壁層とした多重量子井戸と

みなされ, この無機層に励起子が生成される. 我々は, 当該物質の一種である(C6H5C2H4NH3)2PbBr4が, X

線照射下(67.4 keV)において, 高強度で高速なシンチレーション(12000 photons/MeV, 9.8 ns )を示すこと

を見出した. X 線照射下においては有機層も励起されるため, 有機層から無機層へのエネルギー移動が

発光量を増加させた可能性がある. そこで本研究では, 紫外光・X線照射下の発光時間プロファイルの測

定により, 有機無機層間相互作用のシンチレーション特性への寄与を調べた.  

【実験】PbBr2とC4H9NH3Br{C4}, C6H5C2H4NH3Br{Phe}, C6H5CH2NH3Br{Ben}, C6H5C4H9NH3Br{Phebu}を

それぞれ化学両論比通りにDMF中で1h混合し, 溶媒を蒸発させて(RNH3)2PbBr4粉末{R: 炭化水素}を得

た. これらの粉末を用いて, DMF を良溶媒, ニトロメタンを貧溶媒とした貧溶媒拡散法により単結晶を

作製した. この単結晶について, X線(8.0 keV)及び紫外光(340 nm)

照射下において, 発光時間プロファイルの測定を行った.  

【結果と考察】図 1 に, 紫外光照射下の発光時間プロファイルを示す. 

各試料の発光寿命は, それぞれ 2.8 ns(C4), 5.4 ns(Phe), 2.6 ns(Ben), 5.0 

ns(Phebu)であった. また, 全試料において, プロファイルの立ち上

がり挙動が一致した. 紫外光照射下で励起されるのは無機層である

ため, この立ち上がり挙動は無機層励起子の再結合に由来する.  

図 2に, X線照射下の発光時間プロファイルを示す. 各試料の発光寿

命は, それぞれ11 ns(C4), 16 ns(Phe), 10 ns(Ben), 13 ns(Phebu)であった. 

各試料における紫外光・X 線照射下の発光寿命の違いは, 各励起源

下における無機層の励起子特性と緩和過程の違いに起因するものと

推察される. また, ベンゼン環の有無や側鎖長の違いに伴う立ち上

がり挙動の変化は観測されなかった. 以上の結果から, 測定装置の

時間分解能(80 ps)よりも遅い有機無機層間エネルギー移動過程のシ

ンチレーション特性への寄与はないことがわかった.  

 

図1 紫外光照射下の発光時間プロファイル 

 

図2 X線照射下の発光時間プロファイル 
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